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時得られた騨臓よりそれぞれ Decaro ， Er lanson の報告を修正した方法により精製した。リパーゼ
は精製するに従い不安定になり，今回の実験では部分精製標品を使用した心部分精製されたリパー
ーゼにコリパーゼ活性は認められなかった。精製したコリパーゼは SDSーポリアクリルアミド電
気泳動上単一のバンドを示し，分子量11 ， 000の糖蛋白であった。 (PAS 染色陽性)。
2. リパーゼ活性の測定:基質としてオリーブオイル懸濁液を用い，ゼラチンを安定剤として使用，
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3. カルシウムイオンはコリパーゼおよび胆汁酸存在下で反応の Vmax を増加させ，基質に対する見
かけ上のkm値を低下させる。
4. 月司汁酸はカルシウムイオンおよびコリパーゼ存在下でリパーゼ活性を上昇させる。この事は脂肪
l吸収にむける胆汁酸の重要な役割を考えると，より生理的で、あると判断される。
5. カルシウムイオンは精製コリパーゼと結合しなかったO したがってコリパーゼはカルモデュリン
とは異なる作用機作で酵素活性を高めていると考えられる。
6. 最大活性はコリパーゼ，カルシウムイオンむよび胆汁酸の三者が存在する時に得られ，リパーゼ
活性は各々の濃度により調節されてまf り，三つの閃子は互にその作用を増強する。
7 .以上より牌臓リパーゼは一種の不活性型として分泌され，ゴリパーゼ，カルシウムイオンおよび
胆汁酸の作用を受けて十二指腸内で最大の活性を示すものと考えられる。
ハhuハU
論文の審査結果の要旨
勝臓リパーゼ活性は種々の閃子の影響を受ける事が知られている。コリパーゼ，カルシウム，胆汁
酸に関しては，以前よりリパーゼ活性を阻害する，あるいは他因子による阻害を抑制すると言われて
いる。本論文ではヒト十二指腸液およびヒト勝臓よりリパーゼ，コリパーゼを精製し，出来る限り生
理的状件下でリパーゼ活性を測定し，上記三因子による影響を検討した。その結果，上記三因子ばむ
しろリパーゼ活性を上昇させ，各々の附子が相乗的に作用し，最大活性を得るには三因子の存在が必
要である事を明らかにした。
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